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【要旨】
社会福祉現場は，利用者にとっては生活の場であ

り，職員にとっては就労の場である．さらに，福祉
マンパワーの養成のために，多くの実習生も関わっ
ているので，安全に対して様々な意識レベルの人た
ちが社会福祉現場の中で行動している．すなわち，

社会福祉現場の日常の中に事故発生の可能性が潜在
している．本研究は，社会福祉施設の中の知的障害
児（者）施設に着目し事故及びヒヤリハット体験の
実態の把握を目的とした．
【方法】
川崎医療福祉大学で社会福祉士実習を行った �年

生���人（����～����年）に対してのアンケート調
査（実習中の事故及びヒヤリハット体験）のうち，
知的障害児（者）施設に行った���人のデータを解析

した．また，「福祉サービス事故事例集」（����年全
国社会福祉協議会）から，事故例を抽出・解析した．
【結果および考察】
（�）実習中に体験した事故
事故の体験は，合計���件であった．事故の被害

者は，利用者（��件）＞実習生（��件）＞職員（ �

件）であった．また，加害者別では，利用者（��件）

＞実習生（�	件）＞加害者なし（��件）であった．
（�）実習中のヒヤリハット体験
ヒヤリハット体験は	�件だった．場所別に見る

と，上位 �位は，廊下（��件）＞居室（��件）＞ホー
ル（��件）であった．また，加害者別上位 �位では
実習生（��件）＞利用者（��件）＞加害者なし（��

件）であった．
社会福祉サービス事故事例集による事故体験事例

は，利用者による事故が一番多く，その内容は，利
用者同士の事故，自傷行為などであった．利用者の
事故の中には，てんかん発作や，その他の発作が原
因で起こる事故があった
老人福祉施設の実習中の事故事例と比較すると，

知的障害児（者）施設では，自損事故および利用者
同士の事故が多いこと，さらに，職員や実習生が被

害者になる場合が多かった．知的障害児（者）施設
での安全を考える際，職員及び実習生自身の安全確
保に加え，利用者の安全確保に重点を置く必要があ
る．知的障害児（者）施設の職員に対して，知的障
害の特性を加味した危険感受性を養うための安全教
育が重要である．


